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図－1 RC はり供試体の形状寸法 

１．はじめに 

 コンクリート構造物には，自己収縮や乾燥収縮など

に起因した初期応力が発生することがあるが，初期応

力によって，せん断耐力が低下することが報告されて

いる 1)．近年，骨材事情の変化などによる，コンクリー

トの乾燥収縮ひずみの増大や，耐震性の向上のために

鉄筋量が増加する傾向がある．過大な乾燥収縮および

鉄筋による拘束力の増加は，乾燥収縮ひび割れの発生

をもたらし，構造物の力学性能を低下させる恐れがあ

る．一方，既往の研究 2)で初期ひび割れによるせん断耐

力の向上が報告されている． 

 本研究では，乾燥収縮ひび割れがはりの変形および

せん断耐力に及ぼす影響を把握することを目的とし，

筆者らの行った，乾燥収縮により初期ひび割れを導入

した RCはり載荷実験 3)の結果に関して詳細な検討を行

なった．また，比較検討のため，乾燥収縮を低減させ

た供試体についても同様に実験を行った． 

２．実験概要 

２．１コンクリートの配合  

 本実験で用いるコンクリートの配合を表－1 に示す．

本実験ではひび割れを発生させるため乾燥収縮を促進

させた配合と乾燥収縮を低減した配合で実験を行った．

全ての配合において単位水量およびセメント量を増や

した．また，単位水量の増大に伴うブリーディングの

発生を，石灰石微粉末および分離低減剤の混入により

抑制した．また，配合 A，B では 2 種類の収縮量の大き

い粗骨材を使用し，乾燥収縮をさらに促進させた 3)．配

合 C では，膨張材と収縮低減剤を混入し，乾燥収縮を

低減した．圧縮強度 30N/mm2は共通として設計した． 
 

 

 

 

 

２．２供試体概要  

本実験で用いる RC はり供試体の形状寸法を図－1 に， 
RC はり供試体の緒元を表－2 に示す．本実験では鉄筋

量を増やし，乾燥収縮に対する拘束を大きくした．主

鉄筋には高強度鉄筋である KSS785D16 を用いることに

より，せん断破壊先行型として設計した．コンクリー

トの自由収縮ひずみ測定用供試体は，10×10×40cm の無

拘束供試体を各配合 3 体ずつ作製した． 
２．３養生方法および載荷試験方法  

供試体は打込み後 24 時間で脱型し，気乾養生を行な

い，RC はり供試体中の鉄筋に生じたひずみおよびコン

クリートの自由収縮ひずみを測定した．鉄筋のひずみ

の測定は貼付したワイヤストレインゲージにより，コ

ンクリートの自由収縮ひずみは，コンタクトゲージ法

(JIS A 1129-2)により測定した．なお，配合 A，B では乾

燥収縮ひび割れが発生した 3)が，配合 C では養生中の

ひび割れは生じなかった． 
載荷試験は図－1 に示すように 2 点載荷で行った．載

荷試験中は荷重，たわみを測定し，ひび割れ進展状況

についても目視で観察した．なお，斜めひび割れ発生

荷重の判断は，鉛直方向の変位により判断した．  
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表－2 RC はり供試体緒元 

表－1 コンクリートの配合 
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表－3 実験結果一覧 

圧縮鉄筋

(N/mm2) (N/mm2) 上段 中段 下段 (ｋN)
A1 30.2 2.58 -1160 -199 -128 -101 134 112 151
A2 30.8 2.60 -1150 -183 -132 -131 135 96 167
B 29.7 2.59 -1100 -203 -130 -118 133 97 134
C 26.8 2.41 17 9 21 27 129 124 218

最大荷重

載荷直前のひずみの値 斜めひび割れ発生荷重

無拘束供試体
自由収縮ひずみ

実測値

供試体名
圧縮強度 引張強度

計算値

(ｋN)(×10-6)

RCはり供試体　鉄筋ひずみ
引張鉄筋

３．実験結果  
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３．１はりの変形 

 各供試体における斜めひび割れ発生前（90kN）と斜

めひび割れ発生後（130kN）におけるはりの変形を図－

2 に示す．斜めひび割れ発生前のたわみは，初期ひび割

れを有する供試体 A1，A2，B では，供試体 C よりも大

きく，また，左右非対称になっており，変形がひび割

れ部分に集中していた．一方，斜めひび割れ発生後は

いずれの供試体においても左右非対称の挙動を示した

が，供試体 C の変形量が小さかった． 
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３．２載荷試験結果 

 実験結果を表－3 に，各供試体における荷重とたわみ

の関係を図－3 示す．ここで，斜めひび割れ発生荷重の

計算値には二羽式を用いた． 

破壊時までのひび割れ進展状況からは，供試体 A1，

B，C の斜めひび割れは分散する傾向が見られた．ここ

で，供試体 A1，B が分散した要因は，初期ひび割れに

よるものであった 3)のに対し，供試体 C では，後述する

ように，最大荷重が大幅に上昇した結果，分散したも

のと考えられる． 

斜めひび割れ発生荷重は，供試体 A1，A2，B では計

算値より 15～30％程度低下した．これは，収縮応力と

初期ひび割れにより低下したものと考えられ，ばらつ

きは初期ひび割れの進展状況によるものであった 3)．一

方，供試体 C では，斜めひび割れ発生荷重は計算値と

同等の結果となった． 

最大荷重は，供試体 A1，A2，C では計算値より大き

な値となった．供試体 A1，A2 では，初期ひび割れによ

り斜めひび割れの進行が阻害されること 3)や，既往の研

究２)と同様に初期ひび割れ部に変形が集中したことで

斜めひび割れの進展が遅くなり，最大荷重が上昇した

と考えられる．一方，供試体 C では，斜めひび割れが

載荷点の下にもぐりこむことでタイドアーチ機構を形

成し，最大荷重が大幅に上昇した．最大荷重に関して

は破壊形態が違うため，ひび割れの有無による単純な

評価はできないが，この結果より，初期ひび割れによ

るせん断耐力の向上効果はタイドアーチによるものと

比較すると効果が小さいことがわかった． 

４．まとめ 

本実験の範囲より，1)初期ひび割れを有する供試体で

は，変形がひび割れ部に集中すること，2)初期ひび割れ

によって斜めひび割れ発生後のせん断耐力は向上する

ものの，タイドアーチによる明確な耐荷機構の変化と

比較すると向上効果が小さいこと，が明らかになった． 
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図－3 荷重とたわみの関係

図－2 はりの変形 
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